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 令 和 ３ 年 第 １ 回 定 例 会  

令和２年度補正予算（案）の概要 

   

第１回定例会では、国の補正予算を活用し、令和３年度への繰越明許費とし

て、「国直轄工事費負担金（第３号ふ頭岸壁改良事業費）」を計上し、新型コロ

ナウイルス感染症対策関連予算として、検査件数の増加に対応するため、「検

査室環境整備事業費」などを計上したほか、市内における保健医療に貢献する

看護師の育成を図ることを目的とした「看護師養成施設運営支援事業費補助

金」などを計上しました。 

また、歳入では徴収猶予の特例制度創設に伴う市税などの減額や、その一時

的な減収に対応するための徴収猶予特例債を計上したほか、歳出では扶助費や

職員給与費などについて、決算見込額を精査し減額するなど、所要の補正を計

上しました。 

   

 

 

 

[先議分]    

※１ 繰越明許費の設定のみ 

 

【補正予算の主な内容】 

 

防災関係経費 

（防災情報通信設備整備事業費）【繰越明許費】           ― 

                         （繰越明許費 61,578 万円） 

   年度内工事未了に伴う繰り越し 

 

保健所体制強化事業費 

（庁舎施設改修事業費）【繰越明許費】                ― 

                          （繰越明許費 1,248万円） 

   年度内工事未了に伴う繰り越し 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  計  名 補正予算額 

一 般 会 計 ― 千円 ※１ 



 

2 

 

[通常分] 

※１ 産業廃棄物等処分事業会計は、歳出科目の振替のみ 

 

 

【補正予算の主な内容】 

 

 国の令和２年度補正予算関連 

 

国直轄工事費負担金（第３号ふ頭岸壁改良事業費）【繰越明許費】    

７，６９２万５千円 

（繰越明許費 1億 8,000万円） 

      

当初予算 国の補正後 増減(補正額) 

令和２年度計上分 3 億 8,500万円 令和２年度計上分 2 億 8,192万 5千円 △ 1億 307万 5 千円 

(総事業費 11億 5,500 万円×1/3) (総事業費 8億 4,577万 5千円×1/3)  

 

 

国の補正分 1 億 8,000万円 1 億 8,000万円 

(総事業 5億 4,000 万円×1/3)  

計 3 億 8,500万円 計 4 億 6,192万 5千円     7,692万 5 千円 

(総事業費 11億 5,500 万円×1/3) (総事業費 13億 8,577万 5千円×1/3)  

 

 

 

 

会  計  名 補正予算額 

一 般 会 計     △９億６，６７０万円 

国民健康保険事業特別会計          ７７７万円 

住 宅 事 業 特 別 会 計        △６００万円 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計        ２，４８３万円 

後期高齢者医療事業特別会計         ９１４万３千円  

病 院 事 業 会 計 １億１，０００万円 

水 道 事 業 会 計 △２億２，９２３万円 

下 水 道 事 業 会 計 △９８４万１千円 

産業廃棄物等処分事業会計 ― 千円 ※１ 

合     計 △１０億６，００２万８千円 



 

3 

 

 一般会計 

 

◇新型コロナウイルス感染症対策関連予算 

 

市民会館・公会堂・市民センター施設関係経費（臨時休館等損失補塡金） 

                     ２８９万４千円 

   （４定）1,456万円 →（補正後）1,745万 4千円 

   新型コロナウイルス感染症の影響に伴う、利用料金制度導入施設の 

  指定管理者に対する損失補塡金 

   ・令和２年１０月～１２月分 

 

 

 

検査室環境整備事業費                １，５００万円 

   （４定）3,595万 1千円 →（補正後）5,095万 1千円 

   新型コロナウイルス感染症拡大に伴う検査件数の増加に対応するため、 

  試薬等を追加購入 

 

 

 

◇その他の補正予算 

 

  議員報酬                       △６６万９千円 

期末手当の引下げ改定に伴う減 

 

 

  道派遣職員給与費負担金                  ９８５万円 

地方自治法第 252条の 17に基づき派遣されている北海道職員に係る負担金 

 

 

  旧緑小学校解体事業費                 △６，４００万円 

（当初）2億 3,200万円 →（補正後） 1億 6,800万円 

決算見込みの精査に伴う減 

 

 

介護給付費                     ４，２３６万６千円 

（当初）19億 7,734万 7千円 → （補正後）20億 1,971万 3千円 

利用者の増加に伴う支出見込額の増 

 

施設入所支援                 ３，２２６万５千円 

 

生活介護                   １，０１０万１千円 
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訓練等給付費                    ２，１２４万７千円 

（４定）13億 9,274万 3千円 → （補正後）14億 1,399万円 

利用者の増加に伴う支出見込額の増 

 

自立訓練                     ２２７万２千円 

 

        就労移行支援                 １，７９３万１千円 

 

     就労定着支援                   １０４万４千円 

 

 

 

障害児給付費                    ２，０４８万３千円 

  （当初）4億 3,498万 2千円 →（補正後）4億 5,546万 5千円 

    利用者の増加に伴う支出見込額の増 

 

     放課後等デイサービス             １，９８８万４千円 

 

        保育所等訪問支援                  ５９万９千円 

 

 

 

ふれあいパス事業費                △５，１５９万４千円 

    （当初）2億 5,900万円 →（補正後）2億 740万 6千円 

    決算見込みの精査に伴う減 

 

 

 

特別定額給付金給付事業費             △７，４６６万９千円 

    （１臨）114億 8,858万円 → （補正後）114億 1,391万 1千円 

    事業完了に伴う減 

 

 

 

児童手当経費（児童手当）               △２，５７０万円 

    （当初）11億 8,860万円 →（補正後）11億 6,290万円 

決算見込みの精査に伴う減 

 

 

 

児童扶養手当経費（児童扶養手当）         △６，４６９万７千円 

    （当初）6億 8,129万 7千円 →（補正後）6億 1,660万円 

決算見込みの精査に伴う減 

 

 



 

5 

 

市立保育所費                     △１，３４６万円 

    （３定）1億 5,519万 6千円 →（補正後）1億 4,173万 6千円 

    決算見込みの精査に伴う減 

 

     会計年度任用職員給与費等                   △１，３４６万円 

 

     （※歳入）保育料            △１，４９７万８千円 

 

 

教育・保育給付費負担金             △２，６７９万４千円 

      （当初）20億 5,364万円 → （補正後）20億 2,684万 6千円 

     決算見込みの精査に伴う減 

     私立保育所 （△ ６，４９５万８千円） 

     私立幼稚園 （△４４０万８千円） 

     認定こども園 （４，２５７万２千円） 

 

 

子育てのための施設等利用給付費           △８，０００万円 

      （当初）1億 9,800万円 →（補正後）1億 1,800万円 

    決算見込みの精査に伴う減 

 

 

〔さくら学園費〕管理代行業務費等（債務負担分） 

（※歳入）さくら学園使用料              △１，３００万円 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う収入の減 

 

 

〔こども医療助成費〕医療扶助費 

    新型コロナウイルス感染症拡大に伴う受診控え等に伴う支出見込額の減 

 

道の施策分                △２，０７０万４千円 

     （当初）9,801万 1千円 →（補正後）7,730万 7千円 

   

市単独分                    △７３６万６千円 

     （当初）6,929万 8千円 →（補正後）6,193万 2千円 

 

 

〔ひとり親家庭等医療助成費〕医療扶助費 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う受診控え等に伴う支出見込額の減 

 

道の施策分                                  △４４２万円 

     （当初）4,469万 4千円 →（補正後）4,027万 4千円 

 

市単独分                                 △１１７万３千円 

     （当初）1,754万 4千円 →（補正後）1,637万 1千円 
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〔生活保護費〕扶助費            △２億５，５７９万２千円 

    （当初）79億 141万 4千円 → （補正後）76億 4,562万 2千円 

決算見込みの精査に伴う減 

 

 

夜間急病センター管理代行業務費（現年度追加分）   ２，１９８万７千円 

    新型コロナウイルス感染症の影響による診療収益の減を 

   補填するための委託料の増 

 

 

看護師養成施設運営支援事業費補助金          ４０５万３千円 

     市内における保健医療に貢献する看護師の育成を図るため、 

   看護師養成施設の運営に要する経費の一部を助成 

    ・交付先：学校法人共育の森学園 

 

 

各種予防接種費 

（※歳入）国保特会負担金収入             ３５６万７千円 

   インフルエンザ予防接種対象者数の増に伴う国保特会負担金収入の増 

 

 

資源物分別収集事業費 

（※歳入）鉄くず等売払収入           △１，１３９万５千円 

   鉄くず等売払収入の減 

 

 

中小企業設備近代化合理化資金貸付金       △６，３６７万７千円 

   （当初）2億 747万 9千円 →（補正後）1億 4,380万 2千円 

   決算見込みの精査に伴う減 

 

 

中小企業経営安定健全化資金貸付金        △９，８１４万９千円 

   （当初）17億 9,000万 2千円 →（補正後）16億 9,185万 3千円 

   決算見込みの精査に伴う減 

 

 

小樽がらす市実行委員会補助金                △７０万円 

    （当初）70万円 →（補正後）― 円 

   がらす市開催中止に伴う皆減 

 

 

観光マップ作成費費補助金                △４６０万円 

   （当初）460万円 →（補正後）― 円 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、新規マップ発行中止に伴う皆減 
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雪あかりの路実行委員会補助金               １１０万円 

   （当初）360万円 → （補正後）470万円 

   イベント中止による収入減に伴い、ポスター作成等、発注済の経費に 

  対して一部を助成 

   交付先：雪あかりの路実行委員会 

 

ロードヒーティング更新事業費（交付金事業）     △８，１００万円 

   （当初）8,100万円 →（補正後）― 円 

   事業未実施に伴う皆減 

 

 

橋りょう長寿命化事業費                △７，３００万円 

   （当初）4億 1,090万円 →（補正後）3億 3,790万円 

   事業未実施に伴う減 

 

 

河川整備事業費                    △１，６４０万円 

   （当初）2,250万円 →（補正後）610万円 

   決算見込みの精査に伴う減 

 

 

小樽港クルーズ推進事業費               △１１９万６千円 

   （３定）300万円 →（補正後）180万 4千円 

   クルーズ船の寄港中止に伴う減 

 

 

石狩湾新港管理組合負担金               △３，５１４万円 

   （当初）2億 6,770万 2千円 →（補正後）2億 3,256万 2千円 

   負担率 道 4/6、小樽市 1/6、石狩市 1/6 

 

 

港湾計画改訂事業費                  △４１５万９千円 

   （３定）7,627万円 →（補正後）7,211万 1千円 

   事業未実施及び決算見込みの精査に伴う減 

    

   長期構想策定業務委託料（債務負担分）        △１４９万円 

  

港湾計画検討業務委託料（債務負担分）【繰越明許費】       ―  

（繰越明許費 654万円） 

 

航行安全検討業務費【繰越明許費】                  ―  

（繰越明許費 1,121万 6千円） 

 

事務費ほか                    △２６６万９千円 
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国直轄工事費負担金                  ４，０６５万円 

    

北防波堤改良事業費                             △１，３５０万円 

（当初）1,500万円 →（補正後）150万円 

    令和 2年度港湾管理者工事費負担金調書に基づく減額 

 

第３号ふ頭泊地改良事業費                      ５，４１５万円 

    （当初）1,800万円 →（補正後）7,215万円 

    令和 2年度港湾管理者工事費負担金調書に基づく増額 

 

   

臨港道路改良事業費                △ ２，３９０万円 

   （当初）2,390万円 →（補正後）― 円 

   事業未実施に伴う皆減 

 

   

小樽港保安施設改良事業費             △ ３，９９０万円 

   （当初）3,990万円 →（補正後）― 円 

   事業未実施に伴う皆減 

 

   

色内ふ頭老朽化対策事業費【繰越明許費】      △ ６，５８０万円 

（繰越明許費 2,350万円） 

   （当初）3億 100万円 →（補正後）2億 3,520万円 

   決算見込みの精査に伴う減 

 

   

第３号ふ頭及び周辺再開発事業費 

（クルーズターミナル整備事業費）         △ １，５４０万円 

   （当初）1,540万円 →（補正後）― 円 

   事業未実施に伴う皆減 

 

   

放課後児童健全育成事業費             △ ２，８００万円 

（３定）1億 9,325万 9千円 →（補正後）1億 6,525万 9千円 

   決算見込みの精査に伴う減 

 

 

〔総合博物館費〕 

（※歳入）総合博物館使用料           △１，０３２万４千円 

決算見込みの精査に伴う減 

 

 

市債利子                      △１，５００万円 

   令和２年度市債借入利率の低下に伴う減 
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職員給与費                     △１億７，０００万円 

   決算見込みの精査に伴う減 

 

 

 

◆継続費 

 

  保存修理工事費（重要文化財旧日本郵船㈱小樽支店費）        ― 

   継続費の年割額の変更 

 

変更前 変更後 

総事業費 年度 年割額 総事業費 年度 年割額 

8億 6,346万 8千円 

30 1,740万円 

8億 6,346万 8千円 

30 1,740万円 

元 1億 4,684万 6千円 元 1億 4,684万 6千円 

2 2,277万円 2 2,277万円 

3 2億 9,580万 4千円 3 2億 9,407万 3千円 

4 2億 8,661万 9千円 4 2億 9,240万 8千円 

5 9,402万 9千円 5 8,997万 1千円 

 

 

 

◆繰越明許費 

 

   鉄道駅バリアフリー化設備等整備事業費補助金【繰越明許費】     ― 

（繰越明許費 1億 2,900万円） 

    年度内工事未了に伴う繰り越し 

 

 

 

（国への返還金）国から超過交付となった国庫支出金の返還 

 

令和元年度超過交付額返還金                １６万６千円 

 

 

（そ の 他）  

［歳 入］市税               △４億２，７００万円 

利子割交付金               △６００万円 

法人事業税交付金           △１，０００万円 

地方消費税交付金         △１億２，０００万円 

財政調整基金繰入金      △６億４，２３３万９千円 
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［市  債］市債充当による財源振替     １億４，５００万２千円 

          減収補塡債                   ２億円 

徴収猶予特例債           ４億５，９７０万円 

 

［積 立 金］寄附に伴う積立金           ２億８，３１６万円 

       小樽ファンが支えるふるさとまちづくり資金基金積立金ほか７件 

 

［繰 出 金］特別会計・企業会計への繰出金   △７，９５２万２千円 

（減額）国民健康保険事業特別会計、住宅事業特別会計、 

介護保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計、 

水道事業会計 

            

 特別会計 

 

◇ 国民健康保険事業特別会計 

 

保険事業推進事業費 

（インフルエンザ予防接種事業費）         ３５６万７千円 

 

保険給付費（出産育児等諸費）           ４２０万３千円 

 

◇ 住宅事業特別会計 

 

 市営住宅施設整備費（施設維持補修費）       △６００万円 

 

 

◇ 介護保険事業特別会計 

 

介護認定審査会費（認定調査等費）        △２，８００万円 

 

主治医意見書作成手数料           △１，６００万円 

 

訪問調査委託料               △１，２００万円 

 

介護給付費準備基金積立金             ５，２８３万円 

 

 

◇ 後期高齢者医療事業特別会計 
 

後期高齢者医療広域連合納付金           ９１４万３千円 
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 企業会計 

 

◇ 病院事業会計                                                        

 

材料費                           １億円 

 

雑損失                       １，０００万円 

 

［歳  入］医業収益              １億１，０００万円 

道補助金（緊急包括支援交付金）         ４億円 

企業債（特別減収対策企業債）         △４億円 

 

 

◇ 水道事業会計                                                        

 

消費税及び地方消費税                  ８７７万円 

 

改良事業費                  △１億４，１００万円 

 

導・送水管整備事業費              △９，７００万円 

 

［歳  入］営業収益（給水収益）     △１億４，１５２万６千円 

 

 

◇ 下水道事業会計                                                        

 

消費税及び地方消費税               △９８４万 1千円 

 

［歳  入］営業収益（下水道使用料）     △１億８２５万５千円 

 

 

◇ 産業廃棄物等事業会計                                                        

 

維持管理費（委託料）                 △２９７万円 

 

築造工事費（委託料）                 ２９７万円 

 

 

       

 

      

上記のほか、 

一般会計及び特別会計では事業費の財源振替などを予算計上しています。 


